(2)遊戯
　今の子供は、勉強、勉強と追いたてられ、遊ぶ機会が少なくなったが、昔の子どもは、家に帰ったら、仕事の手伝い以外、とにかくよく遊んだものである。

　天気が良ければ、日の暮れるまで、遊びに夢中だった。

[image: image1]　それに、ボス
　　いわゆる「がき大将」があって、その他大勢は、その指図で動いていたから、自分勝手に早く家に帰ってしまうわけにはいかなかった。そのがき大将をリーダーにして遊んだ。

　遊び場所は、浜や道端、あるいは、宮や寺のかど（境内）であった。道端は、今のように自動車の往来は無く、心配なく遊べた。浜もまた、遊ぶのにもってこいの（好適な）場所、宮や寺のかども、悪いことさえしなければ大目に見てもらえた。

　遊びは大別すれば、外でする遊びと、家の中でする遊びである。中には、どちらでも出来る遊びもある。

　外で行われるものをあげると

○かくれこ　　　○ぼいやこ　　　○たかし　　　○たこあげ　　　○スキー

○そり　　　　　○なわとび　　　○ゴムとび　　○石けり　　　　○まり遊び

○本営　　　　　○はねつき　　　○げんじ　　　○ひこうき　　　○相撲

○片足相撲　　　○こままわし　　○げたかくし　○竹とんぼ　　　○ねんご
○くぎさし　　　○水遊び　　　　○輪まわし　　○水鉄砲　　　　○紙鉄砲

○杉鉄砲

などがある。

　家の中で行われるものは

　　○かるた　　　　○トランプ　　　○すごろく　　○ままごと　　　○おひとつ

　　○はっつり　　　○糸とり　　　　○将棋　　　　○碁

など。以下、遊びの内容や方法について概述する。

かくれこ

　「かくれんぼ」である。遊び道具を必要としない単純な遊びである。塀かどこかに、じゃんけんに負けた者が、手で目を隠して待つ。その間に、他の者は、それぞれ隠れ場所を選んで隠れる。「もういいかあ」。「まあだだよ」。「もういいかあ」。「もういいよ」で、目を開けて、隠れた者を探す。見つかったら、その者が交代して鬼になる。

ぼいやこ

　この地方の言葉で「ぼいやこ」。「鬼ごっこ」のことである。この遊びは、男の子も、女の子も区別なく行われていた。

　簡単なのは、じゃんけんで負けたものが鬼になり、他の者を追っかける。その体に触れたら、鬼が交代する。

　手つなぎ鬼というのは、追っかけられて、前記のようになったら、手をつないで、他の者を新たに追っかけて行く。段々鬼の仲間を増やしていく。鬼は、この場合、両端の者だけに触れる権利があり、追っかけられる方は鬼の列に飛び込んでいって、中央突破して逃れることが出来る。
　そのほか、約束によって、鬼が3人、4人になると、2組に分かれて、別々の鬼になって追っかける遊びもある。

　また、鬼になった者は手ぬぐいで目隠しをし、大勢が輪になって鬼を取り巻くとか、ばらばらになるとかして、それを鬼が追っかけるという遊びもある。手をたたいて、「鬼さん、こちら、手の鳴る方へ」などとはやす。鬼は、だれかをつかまえると、それがだれであるか名を言う。当たったら交代、違っていたら、やり直す遊びである。

たかし

　竹馬のことを「たかし」といっている。女の子はあまりしなかったが、男の子には大ばやりであった。
　低いたかしから段々高くし、人の背丈より高いものを作って、人を見下ろすのが自慢だった。

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たこ),凧)あげ

　凧のことを「いかのぼり」とも言っていた。

　今は、店で買って来た凧がほとんどだが、昔は手製のものだった。当時は、ひし形のたこが全盛で、縦骨と曲げた横骨とをたこの紙にはり、線香で縦骨と横骨のすぐそばに2か所ずつ穴を開け、糸を通してくくりつける。これに、しっぽをつけて、たこがくるくる回らないようにする。高く揚がるのが自慢で、時には、他の人の凧と、糸を交差させて、けんかさせることもあった。
　字だこもあったが、絵だこが多かった。書かれた絵はかぶとをかぶった武者絵がほとんどだった。色を着けた勇ましい姿のものが喜ばれた。

スキーと竹EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(そり),橇)
　スキーがはやりだしたのは、昭和になってからである。それも、市販の物で無く、竹スキーであった。竹を割って、節をとったり削ったりして平たくし、火にあぶって曲げ、それで出来上がりである。浜山や坂道で、よく滑って遊んだ。

　スキーは技術がいるが、そりで滑るのは割合容易だった。台の下に竹を打ち付けてスキーのようにして、これに腰を下ろして滑る。これは女の子でも、スキーの出来ない子でも出来るので、盛んに行われた。

縄跳び・ゴム跳び

　今でも行われている「縄跳び」は、昔も親しまれていた。場所を広くとらなくてもできる運動で、道端で多く見られた。ただ、今と違って跳び方が、そう複雑・高度なものでなかった。材料も「縄」もしくは、漁業用の綱の不用になったものが使われた。

　1人で回して跳ぶ短縄跳びには、足の踏み方や縄の回し方が色々あった。何回続けて跳べるか、ひと跳びの間に2回足踏みするとか、跳び上がっている間に縄を2回回すとか、縄を逆に回したり、交差させて回したり、幾種類もの方法が行われていた。
　多人数で行う長縄跳びは、正逆の回し方、あるいは、中の2人がじゃんけんして、負けた方が出て次の人と交代するなど、色々な種類があった。

　　○○さん、お入り。

　　じゃんけんぽん。

　　負けたらさっさと出てちょうだい。

　ゴム跳びはゴムのひもを2人が両端を持っていて、初めはひざの辺りから段々ひもの高さを上げていく。それを他の者が跳んでいく。走り高跳びの様にバーを落としたら駄目というのでなく、ゴムひもをひっかけても踏んでも、向こう側に行けばよく、危険のない遊びだった。

石けり

　円を2列に幾つか書いて、手前の円に石を投げ入れて、それを片足で跳んで行って取って来る。それが成功すれば、次の円に、又その次の円にと進めて行く。失敗すれば、次の人と交代する。

　この円の代わりに、地面に四角の図面を書いて、縦に2列、横に何段かに区切って、同じように石けりをして元の場所に戻って来るなど、色々な方法があった。もし、けって行く石が外に出たり、線に乗ったりしたら駄目で、また、跳んでいる足が線を踏んでも交代であった。
まり遊び

　ずっと以前は、ゴムまりでなく「てまり」だった。女の子のおもちゃで、綿を固くし、その上を糸や毛糸などで巻いて作ったまりであった。弾力性があり、強くつくとかなり跳ね上がる。後には、ゴムまりが市販されてこれにとって代わった。

　まりつきは、次のような歌を歌いながらついた。

　一ばん初めは一の宮

　二は日光の東照宮

　三は桜の吉野山（三また佐倉の宗五郎）（三で讃岐の金平羅さん）

　四はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しなの),信濃)の善光寺

　五つは出雲のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おおやしろ),大社)
　六つ村のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ちんじゅ),鎮守)様

　七つ成田の不動さん

　八つEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(やわた),八幡)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はちまん),八幡)さん

　九つ高野の弘法さん

　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とお),十)で東京のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せん),泉)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(がく),岳)寺

(注)この歌詞は定まったものでなく色々あった。「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ほとと),不帰)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぎす),鳥)」のはやしことばもこの後に加えたりした。

まりつきには次の唄も歌われた。

(1) どんど　おどんど　いしゃどんど
どんど　おどんど　にやどんど

どんど　おどんど　さやどんど

　　どんど　おどんど　しやどんど
　　どんど　おどんど　こいやがり

　　じゃーくろが　一もんめ

　　じゃーくろが　二もんめ

　　じゃーくろが　三もんめ

　　じゃーくろが　四もんめ

　　じゃーくろが　五い上り

　　千もんぢゃ　一もんめ

　　千もんぢゃ　二もんめ

　　千もんぢゃ　三もんめ
　　千もんぢゃ　四もんめ

　　千もんぢゃ　五い上り

　　後に手回し　一もんめ

　　後に手回し　二もんめ

　　後に手回し　三もんめ

　　後に手回し　四もんめ

　　後に手回し　五い上り

　　ほうきはーき　一もんめ

　　ほうきはーき　二もんめ

　　ほうきはーき　三もんめ

　　ほうきはーき　四もんめ

　　ほうきはーき　五い上り

　　ちりとりかけとり　一もんめ

　　ちりとりかけとり　二もんめ

　　ちりとりかけとり　三もんめ

　　ちりとりかけとり　四もんめ

　　ちりとりかけとり　五い上り

(2) ぢいさん　ばあさん

　　あーわい　ちょうちが　なるかいな

　　おーお　なるとも　なるとも

　　ひーふー　みーよー

　　いつむー　なーやー　このとー

　　ぢいさん　ばあさん

　　にもん　きなこが　なるかいな

　　おーお　なるとも　なるとも

　　ひーふー　みーよー

　　いつむー　ななやー　このとー

　　　　　　　（以下五文きなこまで）

(3) うちのおせどの　ちゃの木に

すずめが二、三羽　とまり来て

一羽のすずめが　言うことにゃ

おれの屋敷は　せま屋敷

むしろ三枚　ござ五枚

六枚びょうぶを　立てこめて

そこにおじゃんと　おわらせて

ほろりほろりと　なかしゃんす

何が悲しゅて　なかしゃんす

何も悲しゅは　ないけれど

おれの弟の　千松さんが

京に上って　馬から落ちて

竹のとぐいで　ちょっと足ついて

医者にかかろか　目医者にかかろか

医者も目医者も　わしが手にゃはいらの

あの山越いて　この山越いて

橋の下から　小石を拾って

お千にやろか　お万にやろか

お千心ぢゃ　金じゃと思え

金じゃござらぬ　小石でござる

小石なにしょに　金欲しや

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ほんえい),本営)
　いわゆる陣取り遊びを「本営」といっていた。本営となる場所を決め、人数を二手に分けて、相手の本営を奪い合うのである。本営となる場所は、家の板塀か電柱などが選ばれる。
　まず、じゃんけんで先か後かを決める。じゃんけんに勝ったら、先になる方が不利だから、大抵、後の方を採る。先になった方が、一人本営を離れて逃げ出す。後になった相手方からも一人出て、先に出た敵の一人を追っかける。すぐまた、先の組から一人出て、それを追う。先に出た者より、後から出た者の方が強いということになっており、先の者の体に手が触れたら、触れられた者は、敵の一員に早変りして、その本営に行く。また追われていた者が、うまく逃れて元の本営に戻って新たに出直すと、今度は後攻めの強さになる。こうして、敵の本営を守る人間が2、3人になると、こちらの方が多人数だから、総攻撃を掛ける。攻める方のだれかが、うまくタッチをかわして、本営に手が触れれば勝ちになるという遊び。

羽根つき

　主として女の子の遊びで、正月には欠かせない遊びである。これは手製というわけにはならず、店屋で買った羽子板や羽根で遊んだ。新年であるから、たもとのついた晴れ着を着せてもらい、髪を奇麗に結ってリボンを付けた姿の羽根つきは、なかなか優雅なものだった。
　羽根つき歌としては、次のようなものがあった。

　　　　　ひとよろ　ふたよろ

　　　　　みいみが　よことって

　　　　　いつやら　むことって（いつやのむこさん）

　　　　　なんとて　やさしゅ

　　　　　ここのや　とーお（とうや）


[image: image3.jpg]AL AR B R
i
» 5 ©)
5 2t
0 1 B B v 5 5 o5 5 b b g I I
U D 1 b v 1 1V DI IR R G T ol
ah N e I B A 2 U & = SR G
€ A » b 1 & 5 9 5 h b & o@E @
o0 5 % P S S-S I I
o i % gz a 54 DA &
Le A ¥ Eo= o 0 » e
z n E £ T - 3 » b b b b H m =
=1 = 0 Al A RS T
2 # : n o s iom =
s a1 ¢ [ 5 % VoY b b D B »
i T W i Lo 3} £ o £ A Ak
i C b 3 b % D) » B
1

bty

-

i,

B o8 S wip T

. : f
e |
7 :
» H
2o
»
& E]
1 ‘;
3 # | 1 1% B = ¥ > “
s i s} % ® L W3 B =
L & D k& ¥ 5 0 0 H 0D i
< R e s TN B 1
v 5 L 3 # ’”f = S "
DI - o &
4 E A oE = = o A
5 & & 3 E
X % i s 5 X
= » B T K ERNER
£ L 5 i @ = m E G
e ¢ * 5 B EhoA E oo
P = A A ¥ T ek ek
5 [ T ¥ < ® 1
2 T

oy 0

509 ' 808

O — 5 e T

el

&




げんじと飛行機

　「めんこ」のことであるが、当地では「げんじ」とか「パッチン」と言っていた。

　ボール紙で円形の（普通、直径5、6センチぐらい）の厚紙に、武士のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かぶと),兜)をかぶった絵などがはってあった。

　相手が、地面や床に置いたげんじに、こちらのげんじを、その近くにたたきつける。相手のげんじを裏返しにするか、またはすくう（相手のげんじの下に自分のを一部分でも入れる）と、勝ちになる。それを交互に行う。子ども、特に男子の熱中する遊びだった。

　これには、「じゃらけ」と「ほんけ」があって、前者だったら、最後には、取られたげんじを返してもらえるが、「ほんけ」の時は、もう返してはもらえない。つまり、負けた者は相手に取りあげられてしまうことになるのである。

　小さいげんじは、多きなげんじを床や地面に打ちつけられると、強い風のためにひっくり返されやすかった。それに、なるべく動作を大きくして、強く打ちつけ、手で風を起こすようにすると、勝ちやすかった。

　「げんじ」と似たものに「ひこうき」という遊びがあった。十円硬貨ぐらいな大きさのもの。げんじは、ボール紙1枚の厚さだったが、ひこうきは2枚か3枚くっつけて、縁は、ろうそくのろうのようなもので固めてあった。ろうだから、すべりやすかった。
　これを指で滑らせて壁にぶつけ、跳ね返った距離で勝ち負けを決めるのである。これも、げんじと同じく「じゃらけ」と「ほんけ」があった。
相撲・片足相撲

　相撲も盛んだった。昔から、旧暦7月23日は「地蔵円」といって、泊地蔵さんの縁日の行事の1つとして相撲があり、お地蔵さんのかど（境内）に土俵を作って行われた。子供は子供同士で、続いて青年たちで相撲をとっていた。その時には、近隣の他町村からも相撲の好きな人もやって来て、すこぶるにぎやかだった。

　あまり楽しむことのない時代だった（明治・大正・昭和前期）ので、見物も多く、ひいきが勝ったときには、「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はな),纏頭)」といってお金を幾らか紙に包んで投げ込んだものである。地蔵円の近づくころには、あちらこちらで土俵を画いて相撲のけいこに余念がなかった。
　片足相撲には、幾つかある。

(1) 片足を後ろにあげただけの姿勢で、手で押し合いをする。倒れたり、あげた足が地面や床につけば負け。

(2) 後ろにあげた方の足の指を反対の手でつかみ、あげた足の側の手は帯を握り、その姿勢で押し合いする。倒れたり、あげた足が地面や床についたら負けである。

　など。この遊びは、冬時分が盛んであった。じっとしていては寒いので、勢い教室の後ろの空いた所や廊下でこれを行う。時には、2組に分かれて、1人ずつ勝負をする。負けたら、次の者が出て、勝ち残りの相手と勝負する。そういう仕方もあった。

こままわし

　明治・大正、そして昭和の初めごろは、手製ごまだった。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かし),樫)・栗・桜などの材を削って、上の方は円筒形、下の方は円EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(すい),錐)形にする。これに「めいま」（糸）を巻きつけ、めいまの端を指に掛けて、床や地面に投げ下ろす。めいまがほどけて、こまが勢いよく回る。
　仲間があれば、めいまで自分のこまを相手のこまの方に寄せていってかずめる（ぶつけ合うこと）。こまが倒れたら負けになる。

　また、竹や木切れの棒に、はたきのように布を細かくEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひ),挽)きEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さ),割)いたものをくくりつけて、回っているこまをしわいで（横から布切れでたたく）回す。こまは再び勢いづいて回る。
　そのほか、空中にほうり上げて、回っているこまを手に受け、そのまま手の上で回し続ける。また、手で受けるのでなく、回す時に使ったひもで受けて、ひもを伝いながら回すというようなこともして遊んだ。

げた隠し

　この遊びは、男の子も女の子も行った。鬼になった者が目かくししている間に、自分自分のげたか草履の片方をどこかに隠す。物の陰とか、何かの中とか、それぞれ見つかりにくいような所を選んですばやく隠す。「もういいぞ　　　　」で、鬼は、目を開けて探す。他の子供は、歌ったり、はやしたりする。
　　　　げたかくし　つうねんぼ
　　　　橋の下の小ねずみが

　　　　草履をくわえて

　　　　ちゅっちゅっちゅう

　隠したげたや草履を見つけると、鬼は、これはだれのと当てる。当てられた者が、今度は鬼になって、繰り返して遊ぶ。

水遊び

　子供はみな我流、見よう見まねで泳いでいた。ドボテン、ドボテンと足を曲げて水面をたたいたり、犬かきで泳いでいた。幼い子どもを除けば、大抵の子どもはおぼれるというようなことはなかった。

　島があるので、男の子はもちろん、女の子でも、いわゆるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しま),島)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かせ),稼)ぎをして、夏を過ごした。たもで小魚をすくったり、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(やす),箝)で突き刺したりして、時には大きな魚やたこなどを捕獲した。あるいは、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もぐ),潜)って、さざえ・いがい・かき・あわびなどを採っていた。
　従って、どんな泳ぎ方にしろ、とにかく泳げた。なかには、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かえる),蛙)泳ぎ、横泳ぎ、抜き手などの泳ぎの出来る子どももあった。

　水遊びでは、家からEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たらい),盥)を持ち出したり、船板を使ったりした。船板で波おろしが盛んで、長い距離をうまく波に乗れて、海岸まで来れば、すこぶる得意であった。

　当時はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(てんま),伝馬)船をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ろ),櫓)でこぐことは、大抵の男の子は出来た。伝馬をあやつって、獲物を取ったり、沖の方や海岸近くを遊び回ったりした。
　昭和に入ったころまでは、男の子も女の子も、それこそ全裸で遊んでいた。やがて、男の子はふんどしまたはさるまた、女の子は「おこし」（腰まき）をして海に入るようになり、その後海水着を着用するようになった。女子の海水着は上は半EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(そで),袖)まであり、下の部分には、短いスカートみたいなものが付いていた。

　男子はパンツまたは市販の水泳ふんどしをしたり、黒やEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しま),縞)の海水着をまとうようになった。

竹とんぼ

　竹を、長さ10－15センチぐらい、プロペラ状に削り、真ん中に穴を開けて、柄を差し込んだおもちゃ。柄を両手ですり合わせて、回転させて空中に飛ばす遊びである。

　滞空時間をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きそ),競)って同時に飛ばす。早く地面に落ちたら負けである。

ねんごと　くぎさし

　この遊びは、大正時代の中ごろまで盛んであった。生木のあまり太くない、手に握りよいものを切って来る。長さ3、40センチぐらいにして、一方の端を削って、地面に打ち込みやすいようにする。これを「ねんご」といった。

　じゃんけんして、最初にねんごを地面に打ち込む。次の者が、これを倒すべく近くに打ち込む。相手のを倒したら、それを自分のものにする。倒された者は新たなねんごを出して使う。もし、倒されなかったら、抜いて、相手のを倒そうと打ち込む。これを繰り返すのである。
　「ねんご」の次に現れたのが「くぎさし」であった。ねんごに似た遊びで、五寸くぎ（約15センチ）を使ってする。やり方は、ねんごと同じである。

輪回し

　古い「たらい」や「たご」にはめられていた竹の輪を、子供たちが、輪回しに使って遊ぶのである。木の二またになったところを使って、輪を押して回す。重い輪は、スピードが中々出ない。あまり軽いとこれもうまく回らないことが多い。
　道で、この輪回しを盛んにやった。何人かで組になって、リレー式にすることもあった。自転車のリムも使われるようになった。

水鉄砲・紙鉄砲・杉鉄砲

　竹の筒のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふし),節)に小さい穴を開け、中に突っ込む押し棒の先に布をしっかり巻きつける。水に先をつけて押し棒を戻すと、水を吸い込む。そして、空中へ向かって押すと、水が勢いよく飛び出す。押し棒に巻きつける布は、竹筒の内側の直径より少し厚めにするとよい。押し棒がぐすいと、水の出る勢いが弱くて、先に飛ばない。

紙鉄砲は水鉄砲と同じようなやり方だが、細いささ竹を用いる。筒の手前の口から紙を玉にして入れて、中に入る大きさの竹の棒で押す。初めに筒先に込めてあった玉との間の空気が圧縮されて、先端の紙玉を勢いよく押し出すのである。

杉鉄砲は紙鉄砲と同じ要領である。紙玉の代わりに杉の実を玉にして用いる。筒が杉の実に丁度適したものを使わねばならない。実が入らない筒だったらいけないし、ぐすくてもいけない。
チャンバラごっこ・兵隊ごっこ

　あまり慰安や娯楽施設のなかった昔は、時たま訪れる芝居や映画（映画は、当時活動写真、略して「活動」と呼んでいた。）に、大人も子供も心をいやし、夢中になっていた。従って、子供がその影響を受けて、まねするのは不思議ではない。特に、時代劇―いわゆるチャンバラにのぼせて、チャンバラごっこに興じた。

　棒切れや竹切れが刀に代用され、「切った」「やられた」と芝居の真似をした。

　兵隊ごっこ、または戦争ごっこのことを、当時「兵隊ごと」といっていた。古老の記憶によると日露戦争の影響を受けてか明治時代の終りごろからあったという。

　竹や木の棒切れが銃や剣になり、紙に日の丸や朝日を書いて軍旗とした。帽子があるものは帽子をかぶり、ひもをあごに当てると、カッコがよかった。

　主として、山の木や草の生えた所に双方陣を取り、走り回った。攻める側の者は相手の陣地を探るため、守る側は、相手がどこから接近して来るかを見張るために、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せっこう),斥候)というものを出す。斥候は、前記のような役目があり、下手をすると敵の「とりこ」になってしまうことがある。大抵の者はこの斥候になりたがったが、機敏で足の速い者が選ばれた。
　攻める方も、守る方も分散する。敵を見つけると、大声で「ドン、ドン、ドン」とどなる。敵の後方に回った部隊といっしょに、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はさ),挾)みEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(う),撃)ちが出来れば、「万歳」ということになる。

通りゃんせ

　2人が向かいあって、手を高く上げてつなぎ、その下を一列になってくぐる。前の人の帯をつかんでくぐり抜ける。全部がくぐり抜けたら、またひき返してくぐる。

　　通りゃんせ　通りゃんせ

　　ここはどこの細道じゃ

　　天神様の細道じゃ

　　どうか通してくだしゃんせ

　　ご用のない者通しゃせぬ

　　この子の七つのお祝いに

　　おEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふだ),札)を納めに参ります

　　通りゃんせ　通りゃんせ

　　行きはよいよい　帰りはこわい

　　こわいながらに

　　通りゃんせ　通りゃんせ

　この歌が終ったとたん、向かいあって手を高くつないでいた2人が、さっと手を下ろして、列の人をつかまえる。

　主に女の子の遊びだが、時には、男の子も交えて遊んだ。用具のいらない遊びだった。

影ふみ

　昼だったら、日の照っている時、晩だったら、月の出ている時にする遊びである。ジャンケンで鬼を決めて、その鬼が、外の人を追っかけて、影を踏む。踏まれまいとして逃げ回る。影のうつる方を前にして逃げないと、影を踏まれやすい。時にはしゃがんで鬼を避けたり、くるっと向きを変えて逃げたりする。影を踏まれたら、交代して鬼になる。

ハチがEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さ),刺)いた

　これも、道具のいらぬ遊びで、2人でもよいし、4、5人でも出来る。代わる代わる相手の手の上に自分の手を乗せて、きゅっとつまみ、また、同じようにして重ねていく。

　　　一が刺いた　　　二が刺いた

　　　三が刺いた　　　四が刺いた
　　　五が刺いた　　　六が刺いた

　　　七が刺いた　　　八が刺いた

　と、歌のようにして唱え、最後の「八が刺いた」で、「ブンブンブン」と言いながら、両手の指で相手の顔や胸や手を何回も突いて、終わりである。

目かくし鬼

　ジャンケンで負けた者が、鬼になって手ぬぐいで目かくしをする。鬼を真中にして、ぐるりを取り巻いてするのと、大勢がばらばらになってするのとがある。

　　　鬼さん　こちら

　　　手の鳴る方へ

と、はやす。鬼は、だれかをつかまえたら、「だれ」と当てる。当たったら交代。当たらなかったら、また繰り返す。目かくしして当てる唄に「れんこれんこ」の歌がある。

　　　　れんこ　れんこ

　　　　だれが隣りにだれがおる

　　　　○○さんの隣りに○○がおる

　　　　（当ったら）「よう　さった」

　　　　（ちがったら）「どっこい　すべって　橋の下」

雪合戦・雪だるま

　雪の季節の遊びには、前記の「スキー」や「そり」の外に、男女の区別無く、今でも行われているが「雪合戦」「雪だるま作り」がある。
　学校だったら校庭で、体育の時間や休憩、放課後に出来る。下校してからは、道路や空き地で行われる。
日光写真

　祭りなどのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(えんにち),縁日)に、参道の両側に並ぶ露店で、この日光写真の器具を売っていた。四角の木のわくにガラス板をはめ、印画紙の上に黒白の原画を載せて挾み、しばらく日光に当てて待つ。原画の代わりに、薄い紙に墨で絵や字を書いたもの、または実物の草や木の葉を挾んでもした。
　出来上がったと思うころ、ガラス板を外して印画紙を取り出す。あまりはっきりとは写らないが、それでも満足して喜んだものである。

ヨーヨー

　昭和の初期に爆発的に流行した。2つの円い厚板（直径5、6センチぐらいなもの）を心棒でつないだもの。板の内側は平面だが、外側は少し円みを帯びている。2枚の板の間は6、7ミリぐらい。心棒に数十センチの太めのひもがつけてある。そのひもをぐるぐる巻き、端の方を指が入る位の輪にして、中指にかけて、投げるように放す。ヨーヨーは下に下がっていく。巻いたひもがほどけたころ合いを見て、手を上に上げると、いったん下りたヨーヨーが、反対に回って上がって来る。うまく調子をとって連続して行うと、おもしろいように上がったり下がったりする。

　これと似たものにボタン回しがあった。大きめのボタンに糸を通し両手でまわす。糸がゴムのように伸び縮みして面白いように回った。

ままごと

　「ままごと」は、家の縁側（大抵の家には、縁側というものがあった）、また天気の良い日は、外でむしろを敷いて行われた。
　この遊びは「お客遊び」であり、多く女の子だけ、まれには男の子も仲間に入れてもらっていた。招かれたお客さん、迎える側の家の人たち、それぞれ型どおりのあいさつを交わす。言葉づかいは、ふだんより丁寧なものであった。

はっつり

　「おはじき」のことを「はっつり」といっていた。これも、女の子の遊びだか、男の子も、仲間入りしていた。ガラスの平べったい円い玉で、片手で、それをさっとまく。はっつりとはっつりの間に小指を通らせ、その2個の玉の一方を、親指と中指をくっつけて、中指ではじき、もう一方の玉に当てる。

　はっつりとはっつりの間に小指を通らせる時、指がはっつりに触れては失格。はじいた時、他のはっつりにあたっても失格、交替する。

糸取りこ

　「あやとり」のことを、「糸取りこ」といっていた。輪にした糸を、左右の手首や指に掛けて、色々な形の物を作ったり、相手にそれを、同様に指を掛けさせて受け取らせる。この相手に渡す時、うっかり相手が受け取ると、「だまし」といって、糸がほどけてしまって、次の形のものが作れなくなる。うかつに、相手の術中にはまらぬよう慎重に受けることが大切である。おもに女子が行っていた。

おひとつ

　「お手玉」のことを、昔は「おひとつ」といっていたのである。「おひとつ、おひとつ、おさら······」の歌から、「おひとつ」と言っていたと考えられる。女の子の遊びで、小豆などを小さな布袋に入れて縫いくるんだお手玉を、何個かで遊ぶ。
　1番簡単なのは、2つの玉を右手に持ち、1つずつ交互に空中に投げ上げては受け続け、回数多く続けるのが上手といえる。1つを投げ上げて、それが落ちてこないうちに次のを、衝突しないように投げ上げ、落ちて来たのを受けて、同様にする。
　次には、3個を両手で、1個を投げ上げて、落ちてこないうちに次のを投げ、反対の手のお手玉を、空いた手に移して、同様にし、動作を続ける。つまり、いつでも1個は空中にあり、両手に1個ずつ、投げ上げる手、落ちてくるのを受ける手の役割が決まっているのである。しくじったら交替するとか、同時に、別々が行って、長く続けた方が勝ちである。
　そのほか、落ちて来るのを手の甲で受けたり、片手の手の親指と他の指との間を、落ちてくるまでにくぐらせする遊びもある。

　この「おひとつ」の歌に、次のようなものがある。

　　　おひとつ　おひとつ　おさら

　　　お二つ　お二つ　おさら

　　　おみんな　おさら　

　　　お手しゃみ　お手しゃみ　おさら

　　　お手ばさみ　お手ばさみ　おさら

　　　おちりんこ　おちりんこ　おさら

　　　おひだり　おひだり　右ひだり

　　　なかぎり　つまよせ

　　　さらえて　お手つき　おさら

　　　小さい橋渡れ　おさら

　　　大きい橋渡れ　おさら

　　　お手ばたき　お手ばたき　おさら

かるた

　室内での遊びの1つ。特に正月盛んに行われた。長方形のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふだ),札)で、厚紙で作られており、絵札と字札とがあった。読み手が字札を読みあげ、ばらばらに畳の上に置かれた絵札を取り合う。

　「いろはがるた」がほとんどで、市販されたものを、正月の小遣いで買うのが楽しみだった。子供たち、あるいは家族も加わったりして、遊びEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きょう),興)じたものである。
　　 eq \o\ac(○,い)　犬も歩けば棒に当たる　

　　 eq \o\ac(○,ろ)　論語読みの論語知らず

　　 eq \o\ac(○,は)　針の穴から天のぞく

など教訓めいたことわざで、意味もわからぬながらに取り合った。

すごろく

　現在、すごろくで遊ぶ子どもは見られなくなったが、大正のころは、「かるた取り」と同様に、盛んに行われた。これも、正月の遊びであった。

　普通、「振り出し」からスタートして、終わりが「上がり」で、途中、ちょうどそこに行ったら「休み」になる所があった。数人で、順にサイコロを転がして、1から6までの数の出ただけ進み、早く「上がり」にうまく行き着いたらそれで終わり。数が余ったら、それだけ後に返る。きちんと「上がり」になるまでは、何回でもしなければならない。色々な絵のついた「すごろく」の紙の上を、サイコロを転がして遊んでいた。
家族合わせ
　5枚1組の家族で、1つの職業の主人（父）妻（母）男の子、女の子、それに、今でいえばお手伝いさんか何か、とにかく、5枚1組の家族で、絵ではっきり職業が判別できるようになっていた。トランプの遊びに似ており、同一家族5枚そろえば、その札は置いておき、次の家族の札をそろえるようにする。「何々のだれをください」と、名ざしした相手に請求する。その札があれば、必ず渡さなければならない。無い時は「おあいにくさま」といって断る。そうすると次の人は、だれがどういう家族の札を待っているか、もし自分にその家族の札が何枚かあれば、およその察しがつき、逆に、その人に請求する。

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しょうぎ),将棋)
　盤上で、2人が交互にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こま),駒)を動かして行うのを「本将棋」とも言っていた。昔は、車が通るわけではないから、夏の夜、道路にもはみ出て涼み台が置かれていたので、その台上で行われることが多かった。縁が大抵の家には窓側にあったからその縁先でも行われた。うちわを使って涼をとったり、蚊を払いながら、大人も子どもも、盛んに行っていた。

　この「本将棋」のほかに、駒を使って、色々な遊びが行われていた。「金ころがし」というのは、金の駒だけ4枚を転がして、表ばかり出たらどう、裏ばかり出たらどう、縦に立つのがあったらどう、横に立つのがあったらどう、反対に頭の方を下にして立ったらどうと決められており、簡単にできる遊びだった。また、駒を分けておいて、王様を他の駒が囲んで守っており、交互に攻める駒を人さし指で隅をはじいて、相手方の駒をうまく倒すと、それは自分のものになる。運悪く、攻める駒が相手の陣のそばに行ったら、相手は、守っている駒を倒してその上に載せたら自分のものにできる。守る側の駒が段々少くなり、攻める駒に王様が倒されると負けになるという遊び方もあった。
　「はさみ将棋」は、向かいあって駒を9枚1列に並べて、交互に駒を動かす。駒は、縦横にしか動かすことが出来ない。縦横だったら、盤の目を幾つ飛んででも動かせる。うまく挾めたらその間の駒は全部自分のものになる。必ず交互に駒を動かさねばならない。都合が悪いからといって休むわけにならない。全部取られてしまったら、負けになる。

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ご),碁)
　相対する2人が、交互に、白黒の碁石を盤上に並べ、囲み戦かって地を広く攻めた方が勝ちとなる遊び。

　子供は、あまりこの遊びはやらなかった。しかし、白と黒の石で、いわゆる「五目並べ」という遊びは、子どもでも簡単に出来るので、よく行われていた。

　交互に石を置いて、縦横または斜めに5個を早く並べた方が勝ちである。

トランプ

　トランプ遊びは、大正の終わりごろ行われていたといわれるが、どちらかといえば新しい。遊びにはいろいろな種類があるが、今と変りない。
　　　力　　石
　泊では、唯一の力石が園に残されていた。これを担いだ力持ち園村の山本寿松の名が刻してあるが、目方は32貫目（120キログラム）あるといわれていた。

　泊村内では泊・原・宇谷・石脇などほとんどの部落にあって、1番大きいもの40貫目（150キログラム）あったとか。村の若者は、16・7歳になると、この力で担ぐ稽古をしていた。

　力石を上げる時は、大勢の人が集まり、道中の人も立止って見物をした。審判員はこの見物人であった。

　石脇にもこの石が大小数箇あって、若者に親しまれて来たが、今は見えない。
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（『泊村の歴史稿』より）

